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JAMA:

モデルナワクチンは生後6か月児から5歳児に安全に投与でき、有効性も高い

松崎道幸 道北勤医協ながやま医院 matsuzaki-m@dohoku-kinikyo.or.jp

【松崎雑感】

乳児から幼児に対するモデルナワクチン投与トライアルの結果です。

概ね安全性に問題なし。感染防止効果も、小児に対する、これまでのトライ

アルと、ほぼ同じという事です。現在長期効果を追跡中とのこと。

乳幼児への接種効果が、副反応リスクをどれくらい上回るか、さらに周囲の成

人にもたらされるベネフィットどれくらい大きいのかが、今後の検討課題だと思い

ます。
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モデルナワクチンを生後6か月から5才児に対して1回25㎍、2回投与した結果

、良好な免疫反応が得られ、安全上の問題も見られなかったという。

現在進行中のKidCOVE第Ⅱ～Ⅲ相トライアルで、投与量決定トライアルの結

果に基づいて、1回25㎍、あるいはプラセボを、2～5歳児および6か月～23か

月児の2群に投与した。NEJMに中間解析が報告されている。

2～5歳児4048名と、6～23か月児2355名に、28日の間隔でモデルナワク

チンあるいはプラセボを2回投与した。



副反応は軽度で一過性のものだった。接種から57日後に、中和抗体価

は平均1410（2～5歳児）、1781（6～23か月児）となった。

ちなみに100㎍を投与された若年成人の中和抗体価は1391である。

オミクロン株流行中に行われたトライアルで、感染は2～5歳児で36.8％

、6～23か月児で50.6％低下した。

若者や成人でもオミクロン株に対する感染防止効果は低下している。現

在長期的効果を観察中である。
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